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2025-26 年度 

福山西ロータリークラブ 

  例  会  情  報    
第 16３1 回（15） 

   

 

 

会 長   河 村 直 孝     幹 事  小 林 崇 

 

クラブ会長テーマ   

「 明るく楽しくみんなで奉仕 」 

日 時 2025 年 11 月 11 日（火） 12：30 ～ 

場 所 福山ニューキャッスルホテル 

例 会 行 事 点 鐘 ・ ソング 「我らの生業」 

ゲスト・ビジターの紹介 （ 出席報告参照 ） 

会 長 報 告 

 幹 事 報 告 

出 席 報 告  

Ｓ Ａ Ａ 報 告 

ス マ イ ル 報 告  

プ ロ グ ラ ム 情 報 

そ の 他 報 告 

その他情報 メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 来週分 ） 

メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 再来週分 ） 

今 後 の 行 事 予 定 

ク ラ ブ 活 動 報 告 
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【 会 長 報 告 】 
皆さまこんにちは。 

 

本日は「AI ロボットと私たちの社会」についてお話ししたいと思います。 

先日、業界の講演会でフューチャーﾘｽﾄの友村晋人型ロボットの未来というお話を聞いてきました。 

既にアメリカでは、テスラ社の工場で人型のロボットが製造ラインで働いているとか、アメリカで

は自動運転のタクシーが走っているとか 5 年後には、町中をロボットが歩いているとか。 

近年、AI やロボット技術は急速に進化しています。ニュースでは、会話ができるロボット、画像を

読み取って判断するシステム、さらには人間のように歩いたり運転したりする機械の映像を目にす

る機会が増えました。 

ここで大切なのは、AI ロボットは「人間の代わりになる存在」というよりも、「人間の能力を拡張す

る存在」であるという視点です。 

たとえば医療の現場では、AI が画像診断を補助し、早期発見を助けています。工場では精密作業を

ロボットが担うことで、人はより創造的な作業に時間を割くことができるようになりました。農業

や介護の分野でも、すでに実用化が進み始めています。 

AI ロボットが広まると、「仕事が奪われるのではないか」という不安の声が出ます。しかし歴史を振

り返ると、新しい技術は常に人の働き方を変えながらも、最終的には新しい産業や役割を生み出し

てきました。 

大事なのは、「技術に使われる側になるのではなく、技術を使う側に立つ」ことです。 

ロータリーの理念の一つに「超我の奉仕」があります。 

AI ロボット時代における「奉仕」とは、人間にしかできないこと 

——つまり、思いやり、倫理、判断、コミュニティへの関わりを、これまで以上に大切にすること

ではないかと考えています。 

AI は計算し、分析し、最適化することはできます。しかし「人を励ますこと」「誰かを気にかけるこ

と」「信頼関係を築くこと」は、私たち人間だけにできることです。 

これからの社会では、テクノロジーを上手に活用しながら、人が果たすべき役割をより深く意識す

ることが求められます。ロータリーが長年培ってきた「人と人をつなぐ力」は、AI 時代にこそ価値

を発揮すると確信しております。 

本日は以上です。ご清聴ありがとうございました。 

 

 

【 幹 事 報 告 】   
No. 内       容 

1 
第 2710 地区事務局より 

 ・2028-29 年度ガバナー推薦について 

2 
鞆の浦 RC・福山北 RC より 

 ・鞆の浦 RC・福山北 RC 合同 ロータリー奉仕デーへの参加のお願い 

3  
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【 プ ロ グ ラ ム 情 報 】 

《 国際奉仕委員会担当 ゲスト卓話 》 

本日の例会は国際奉仕委員会の例会行事となっています。 

ＮGO スナーダイ・クマエのメアス・博子様の卓話と支援金の贈呈式とな

ります。 

カンボジアの児童養護施設「スナーダイ・クマエ」は虐待、児童労働などを

含む貧困かつより困難な状況に置かれる子どもの養育とその運営をされて

います。 

政府への登録を済ませても補助金は一切なく、日本、欧米からの支援金と日

本での子どもたちの絵画展開催（藤沢市、和歌山市、神戸市）の収益で運営

されています。 

その活動はテレビなどでも取り上げられています。 

私達は昨年に引き続き、１１月８日（土）に神戸市甲南大学内甲友会館で開催されましたカンボジアの

児童養護施設「スナーダイ・クマエ」の絵画展に４名（会長・国際奉仕委員）で訪問させて頂きました。

メアス・博子様より現在に至るまでの施設運営について細かくご説明して頂き大変感銘を受けました。

そして今回、購入した絵画・カレンダーは全会員の方にチャリテイ例会の際に購入して頂く予定です。 

2000年頃の最初期はグラウンドは荒れ果て整備されておらず子ども達もレンガで殴り合いをするな

ど劣悪な生活環境でした。そしてメアス・博子さんがひとりで始めたごみ拾いが全ての始まりであり現

在の施設運営の理念の原点となっています。 

今では草木が生え敷地内には建物も建築され見違える様に綺麗になりました。 

そして児童養護施設では基本的な生活習慣を身につけること、子どもの時に信頼し合って過ごした経験

を持つことが自立のために重要な要素とのことでした。 

今回、運営理念の原点である掃除道具などの購入費用の一助となればと思い支援させて頂くことと致

しました。最後に当クラブには個人的に支援されている方もおられます。貴重なお話を伺えたことに感

謝し次年度もクラブとして継続して支援をしてい頂ければと思います。 

福山西 RC 国際奉仕委員長 

塩川 裕樹 

 

 

                  

                 

 

 

 

 

 

児童養護施設 NGO スナーダイ・クマエ  

副代表 メアス 博子 様 
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【支援金贈呈】 
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【 そ の 他 報 告 】 

 

【スナーダイ・クマエ 児童絵画展】 

   日  時 ： 2025 年 11 月 8 日（土） 

   場  所 ： 甲南大学 甲友会館（神戸市東灘区岡本 8-9-1） 

    参加者 ： 会長 河村直孝、国際奉仕委員長 塩川裕樹 

国際奉仕委員 梶原啓子、国際奉仕委員 三谷篤史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メアス 博子さまとの交流会】 
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【誕生日】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 《 11 月 11 日生まれ 松本 京子 さん 》 

  《 11 月 12 日生まれ 尾熊 孝典 さん 》 

  《 11 月 17 日生まれ 下平 靖孝 さん 》 

  《 11 月 17 日生まれ 高橋 由倫 さん 》    
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【 ク ラ ブ 活 動 報 告 】 
特にありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2025-26 年度 RI 会長メッセージ 

 

 


